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心
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亀
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流
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三
重
県
指
定
無
形
文
化
財

か
め   

や
ま 

は
ん 

お
ん
り
ゅ
う 

ぎ

  

し
ん 

ぎ
ょ
う 

と
う 

り
ゅ
う  
ぶ    

げ
い    

が
た

心
形
刀
流
と
い
う
名
の
由
来
は
、

「  

ま
ず
、
心
の
正
し
い
人
間
に
な
る
こ
と
が
第
一
の

目
標
で
あ
り
、
技
（
刀
）
が
上
達
す
る
こ
と
は
第
二

の
目
標
で
あ
る
。
技
（
刀
）
は
あ
く
ま
で
形
で
あ
っ

て
、
心
に
よ
っ
て
つ
か
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

心
が
正
し
け
れ
ば
技
（
刀
）
も
正
し
く
、
心
が
乱
れ

れ
ば
技
も
乱
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
刀
に

表
れ
る
。」

と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

し
ん
ぎ
ょ
う
と
う
り
ゅ
う                    

な              

ゆ  

ら
い

                                 

こ
こ
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た
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ん
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だ
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い
ち

も
く
ひ
ょ
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ょ
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あ
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か
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も
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小林 強 六代目師範役亀山演武場内部

亀山演武場外観

山崎雪柳翁遺剣之碑 亀山城多門櫓

山﨑雪柳翁遺剣之碑

稽古風景（亀山演武場）

心形刀流保存赤心会の主な活動

しんぎょうとうりゅうほぞんせきしんかい

【 稽  古 】毎週火曜日と土曜日の午後７時３０分から９時３０分
【 演  武 】日本古武道演武会など各地で武道大会での演武
　　　　　亀山神社や伊勢神宮などでの奉納演武
　　　　　（詳細はホームページをご覧ください）

心形刀流保存赤心会ホームページ

※このパンフレットは、公益財団法人岡田文化財団の
　助成を受けて平成 25 年度に作成したものです。

URL  http://www.eonet.ne.jp/~shingyoutou
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山
崎
雪
柳
軒
所
用
枕
刀
（
亀
山
神
社
蔵
：
亀
山
市
歴
史
博
物
館
寄
託
）

平成 25年度亀山市地域歴史遺産（亀山藩御流儀心形刀流武芸形）

保存継承活用事業（協働事業）

                                                                                                                                た    ち                                     ぬきあい           い  あい         おもて

                      うら                                                                                                                                     くみ  た  ち           おお  だ    ち    の かた

                     しょうとう                                    こ    だ    ち    の かた

ふり                                                      に とう   の かた                                   けんじゅつわざ                  ざ  つき         つか ど

おうでんかた                               じゅうじゅつ                        まくらがたな                                         やり       なぎなた                 ぶ    ぐ



っ
た
。
事
実
、
雪
柳
軒
は
私
費
で
稽
古
着
や
竹
刀
・
防
具
を
購
入
し
、
門
人
に
無
償
で
与

え
る
一
方
、
就
職
斡
旋
も
行
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
門
人
有
志
と
「
赤
心
社
」
と

い
う
組
織
を
作
り
、
演
武
場
の
維
持
運
営
に
も
当
た
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）、
演
武
場
は
赤
心
社
に
よ
り
旧
亀
山
城
本
丸
跡
地
（
現
在
の

本
丸
町
）
に
移
転
し
活
動
が
続
け
ら
れ
た
が
、
雪
柳
軒
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

九
月
五
日
に
割
腹
し
、
そ
の
人
生
を
終
え
て
い
る
。

　

後
の
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
十
月
一
日
に
、
門
人
達
に
よ
っ
て
亀
山
神
社
境
内

に
「
山
﨑
雪
柳
翁
遺
剣
之
碑
（
碑
文
は
西
郷
隆
盛
の
弟
、
西
郷
従
道
の
書
）」
が
建
立
さ
れ
、

そ
の
下
に
は
自
害
で
使
わ
れ
た
短
刀
が
埋
納
さ
れ
た
。

　

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）、
演
武
場
は
現
在
の
亀
山
神
社
境
内
に
再
移
築
さ
れ
、
昭
和

二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
亀
山
町
（
当
時
）
有
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

さ
ら
に
翌
年
に
は
、
無
形
文
化
財
「
亀
山
藩
御
流
儀
心
形
刀
流
武
芸
形
」
に
指
定
さ
れ
、

昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
は
、
三
重
県
無
形
文
化
財
第
一
号
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
年
の
九
月
に
は
、

「
心
形
刀
流
保
存
赤
心
会
」
が
発
足

し
、
伝
承
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
た

が
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
一

月
十
六
日
未
明
に
起
こ
っ
た
火
災
に

よ
っ
て
、
亀
山
演
武
場
が
焼
失
す
る

と
い
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

幸
い
に
し
て
、
た
だ
ち
に
有
志
諸

氏
の
尽
力
に
よ
っ
て
復
元
計
画
が
進

め
ら
れ
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八

八
）、
旧
演
武
場
の
外
観
・
内
容
を
採

用
し
た
亀
山
演
武
場
が
再
建
さ
れ
、

今
に
至
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
元
治
元
年
に
山

﨑
雪
柳
軒
に
よ
っ
て
亀
山
に
心
形
刀

流
が
伝
え
ら
れ
て
以
来
、
亀
山
で
は

一
人
の
師
範
役
を
代
表
と
し
た
稽
古

が
続
け
ら
れ
、
二
代
目
・
市
川
権
平

師
範
役
、
三
代
目
・
加
藤
正
斎
師
範

役
、
四
代
目
・
加
藤
文
郎
師
範
役
、

五
代
目
・
小
林
正
郎
範
役
と
代
を
重

ね
、
現
在
、
六
代
目
・
小
林
強
師
範

役
の
元
で
稽
古
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

組太刀 [ 大太刀の形」( 下鴨神社奉納演武）

組太刀「小太刀の形」（伊勢神宮奉納演武）

枕刀（伊勢神宮奉納演武） 組太刀「二刀の形」
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い
ち
か
わ
ご
ん
ぺ
い

                                                                          

せ
い
さ
い

                                                           

ふ
み  

お

                                            

ま
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お

                                                                                

つ
と
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初
代
・
伊
庭
是
水
軒
は
、
修
行
し
た
諸
流
派
の
中
か
ら
、
志
賀
秀
則
に
学
ん
だ
本
心
刀

流
を
基
に
各
流
派
の
長
所
を
採
り
入
れ
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
に
「
心
形
刀
流
」
を

興
し
た
と
さ
れ
る
。
本
心
刀
流
が
基
と
な
っ
て
い
る
事
は
、
是
水
軒
が
師
か
ら
受
け
た

「
常
吟
子
」
と
同
じ
形
式
で
あ
る
剣
号
、「
常―

子
」
と
い
う
表
記
を
、
心
形
刀
流
で
も
代

々
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
る
。

　

二
代
・
軍
兵
衛
秀
康
は
、
後
継
者
の
人
選
方
法
に
つ
い
て
、
門
人
の
中
で
技
量
・
人
物

と
も
に
優
れ
た
者
を
後
継
者
と
す
る
方
針
を
立
て
た
。

　

三
代
・
軍
兵
衛
直
保
、
四
代
・
軍
兵
衛
秀
直
の
代
に
な
る
と
、
伊
庭
家
は
幕
府
旗
本
と

な
り
、
五
代
・
軍
兵
衛
秀
矩
、
六
代
・
八
郎
次
秀
長
、
七
代
・
軍
兵
衛
秀
淵
と
続
き
、
八

代
・
秀
業
の
時
に
は
留
守
居
与
力
に
抜
擢
さ
れ
る
な
ど
伊
庭
家
は
隆
盛
を
迎
え
た
。
そ
し

て
伊
庭
道
場
も
い
わ
ゆ
る
江
戸
四
大
道
場
の
一
つ
と
呼
称
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。

　

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）、
幕
府
に
よ
り
講
武
所
（
武
術
学
校
）
が
開
設
さ
れ
る
と
、

秀
業
は
剣
術
教
授
方
の
命
を
受
け
た
が
、
こ
れ
を
辞
退
し
、
代
わ
り
に
九
代
を
継
い
だ
軍

兵
衛
秀
俊
、
秀
業
の
兄
の
子
で
あ
る
三
橋
虎
蔵
、
湊
信
八
郎
、
松
下
誠
一
郎
ら
を
推
薦
し

た
。
後
に
秀
俊
は
教
授
方
か
ら
師
範
役
、
さ
ら
に
遊
撃
隊
（
将
軍
の
護
衛
部
隊
）
頭
取
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
昇
進
し
た
。
秀
業
の
息
子
、
八
郎
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穎
は
秀
俊
の
養
子
と
な
り
、
遊
撃
隊
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

剣
士
と
し
て
名
を
挙
げ
た
が
、
明
治
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
（
一
八
六
九
）
函
館
戦
争
で
戦
死
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
さ
ら
に
跡
を
継
い
だ
弟
の
惣
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
明
治
時
代
末
に
病
死
し
た
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

剣
術
家
と
し
て
の
伊
庭
家
は
絶
え
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
っ
た
。

心
形
刀
流　

伊
庭
道
場

伊庭八郎秀穎（1844 ～ 1869）

心
形
刀
流
、
亀
山
へ

　

文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
亀
山
藩
江
戸
藩
邸
で
生
ま
れ
た
山
﨑
利
右
衛
門
（
雪
柳

軒
）
は
、
伊
庭
秀
業
か
ら
免
許
皆
伝
を
受
け
、
伊
庭
道
場
の
師
範
代
を
し
て
い
た
が
、
元

治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
亀
山
に
戻
り
、
藩
士
の
指
導
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
三

ヵ
月
後
に
は
、
伊
庭
八
郎
が
亀
山
を
訪
れ
て
お
り
、
藩
を
あ
げ
て
丁
重
に
も
て
な
す
中
、

雪
柳
軒
は
弟
子
の
大
津
央
と
共
に
接
待
に
当
た
っ
て
い
る
。
滞
在
中
に
伊
庭
八
郎
は
、
連

日
の
朝
稽
古
に
参
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
形
を
披
露
し
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
お
り
、

雪
柳
軒
が
免
許
皆
伝
を
受
け
て
い
た
こ
と
と
合
わ
せ
、
亀
山
に
伊
庭
の
心
形
刀
流
が
直
接

伝
わ
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

元
治
二
年
（
一
八
六
五
）、
十
五
代
亀
山
藩
主
石
川
総
脩
に
よ
り
、
南
野
村
喬
松
館
御
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
東
（
現
在
の
南
野
町
）
に
、
江
戸
の
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庭
道
場
を
参
考
に
し
た
約
五
十
坪
の
「
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
演
武
場
」
が
建
設
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
に
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
亀
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藩
知
事
石
川
成
之
に
よ
り
、
藩
の
剣
術
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
形
刀
流
に
統
一
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
、
城
内
に
部
隊
訓
練
を
行
う
大
道
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
建
設
、
武
芸
局
が
創
設
さ
れ
、
雪
柳
軒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
武
芸
局
撃
剣
係
と
し
て
、
大
目
付
兼
剣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
教
授
教
頭
を
拝
命
し
て
門
弟
と
共
に
藩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

士
の
教
育
に
尽
力
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翌
年
の
廃
藩
後
、
演
武
場
は
雪
柳
軒
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
げ
渡
さ
れ
、
指
導
が
続
け
ら
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
存
続
の
為
の
労
苦
は
相
当
な
も
の
だ

居合奥伝「坐突柄捕」
（厳島神社奉納演武）

抜合「居合」（亀山演武場）
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